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草筆木筆で描く不思議のらかんたち



枇杷の古葉。これを筆にします。
マン・レイの「Lips」という作品を思い出しました。
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葉柄の節点が開いた⾺の蹄型なので、こんなふうな線になる。



枇杷は大薬王樹と呼ばれるほどの薬効がある。



枇 杷 の 花 ⾃ 愛 貧 し き ⼆ ⼗ 年



雪虫が舞って……風花が舞って……やがて大雪に。
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森はみどりにわかわか笑い……小川のさざなみさらさら笑い……
　　　　　　　　　　　　──ウィリアム・ブレイク「笑いの歌」



さあ、おいで。みんなで楽しく歌おう、笑おう。
ハ、ハ、ヘ……フ、フ、ヒ……ホ、ホ、ハ……。
　　　　　　　──ウィリアム・ブレイク「笑いの歌」



江戸時代に枇杷園と名乗った俳人がいた。本業は医者。
鳴海にてしぐれそめけり草鞋の緒 井上⼠朗



⼣ ⽉ の 枇 杷 の 花 ほ ど ⾹ り を り



音楽の「楽」、白楽天の「楽」。
彼には「琵琶行」という名作がある。



　
　
草
話
 

 　
枇
杷
の
花
が
咲
い
た
。
小
さ
な
苗
か
ら
育
っ
て
七
年
目
。
葉
を
重
宝
す
る
の
で

植
え
た
も
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
花
は
う
れ
し
い
。
桃
栗
三
年
柿
八
年
、
枇
杷
は
九

年
で
生
り
か
ね
る
、
ま
た
は
、
枇
杷
は
早
く
て
十
三
年
│
│
な
ど
と
聞
く
か
ら
花

の
こ
と
は
頭
に
な
か
っ
た
。
葉
は
ひ
ど
い
肩
凝
り
に
利
用
し
た
り
、
最
近
は
筆
に

な
っ
た
り
…
…
枇
杷
の
枝
は
太
い
の
で
葉
書
に
は
不
向
き
で
、
あ
の
大
き
な
葉
の

方
を
使
っ
て
み
た
く
な
る
。
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枇
杷
の
名
は
、
実
が
楽
器
の
琵
琶
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
。
古
い
経
典
に
大
薬

王
樹
と
称
え
ら
れ
て
い
る
木
だ
が
、
琵
琶
の
方
も
古
く
か
ら
楽
を
奏
で
て
き
た
。
 

　
唐
の
白
楽
天
は
「
琵
琶
行
」
と
い
う
長
詩
を
残
し
、
作
中
で
琵
琶
を
弾
く
落
魄

の
女
性
を
後
世
に
伝
え
た
。
長
安
の
元
名
妓
に
対
し
て
、
逢
坂
の
関
に
住
む
盲
目

の
法
師
も
ま
た
琵
琶
の
名
手
で
あ
る
。
 

　
余
談
だ
け
れ
ど
、
昔
、
「
蝉
丸
」
と
い
う
パ
ン
ク
・
バ
ン
ド
の
ベ
ー
シ
ス
ト
と

ド
ラ
マ
ー
が
詩
の
朗
読
で
共
演
し
た
い
と
訪
ね
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
 

　
　
＊
 

　
さ
て
、
枇
杷
の
花
が
ほ
の
か
に
香
り
、
夕
べ
の
空
に
は
木
星
・
土
星
が
睦
ま
じ

い
。
こ
の
二
惑
星
が
こ
れ
ほ
ど
接
近
す
る
の
は
四
百
年
ぶ
り
と
言
う
。
北
条
石
仏

の
造
立
の
頃
、
太
陽
に
近
す
ぎ
て
、
ら
か
ん
た
ち
は
観
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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